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代数多様体に対してハッセ原理が成立するか否かを記述する手法として, 今日, ブラウ

アー・マニン障害と呼ばれているものが, マニンによって構成された [Man70]. これは代

数体 F 上の代数多様体 X のアデール点と (コホモロジカル)ブラウアー群の元に対して

Q/Zの元を対応させる対写像 X(AF ) × Br(X) → Q/Zを基にして構成されるものであ
り, したがって, その研究においては,

1. ブラウアー群の構造を調べること;

2. 与えたブラウアー群の元に対して定まる写像 X(AF ) → Q/Zの性質を調べること;

が重要な課題としてあげられる.

本論文は, 上記課題の 2.に対して研究を行ったものである. 2.で現われる写像とは, 代

数体の各素点ごとに定まる写像を束ねたものであり, 本論文では, ひとつ有限素点を固定

したときにでてくる 局所評価写像 と呼ばれる写像について, ある種の局所定値性を証明

した.

以下, K を局所体, すなわち剰余体 Fが有限体であるような完備離散付値体とし, その

素元 π をひとつ固定する. X を K 上の固有代数多様体とし, Br(X)の元 Aをとると, 局

所評価写像 φA : X(K) → Q/Z が定義される. また r, rk は (高次)還元写像 と呼ばれ,

X(K)の点の p進的な近さをはかるものである. このとき, 主要な結果は次のように述べ

ることが出来る.

定理 (Theorem 3.2.1, Theorem 3.4.1). 自然数 nをひとつ固定し, K は 1の原始 n
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乗根を含むとする. X を K 上の非特異固有代数多様体, X をその固有モデルとする. Q

を X の F-値点で, その像が X の非特異な点であるものとする. このとき, 次が成り立つ.

(1) nが p(=Fの標数)と互いに素であるとき, X のブラウアー群 Br(X)の元で位数が

nであるもの Aに対し, 局所評価写像 φA は r−1(Q)上で, 定値写像となる.

(2) nが pと等しいとき, 体 K から決まるある整数 k ≥ 1が存在して, 像が Qである

ような X の OK/(πk)-値点 Qk に対して, X のブラウアー群の元で, p Br0Q(X)に

含まれるもの Aに対し, 局所評価写像 φA は各 (rk)−1(Qk)上で定値写像となる.

ここで, (2)に現われる p Br0Q(X)は, 詳しい定義はここでは述べないが, ある種の性質

を満たす位数が pの元からなる Br(X)の部分群である. この結果は, 局所評価写像を調べ

る際に, X(K)に対して議論するところを, X (F)などの有限集合に関する議論に帰着でき

るところにその有用性がある.

M. ブライトは, 論文 [B07]において, 局所体に条件をつけない設定の下で, 不分岐拡大

や馴分岐拡大で分解するようなブラウアー群の元 Aに対する局所評価写像 φA について,

同様の定値性が成り立つことを示しており, 上記定理は, その結果の類似版, さらには, 上

記の拡大では分解しないような元に対しても適用しうる結果であるということが出来る.

ただし, ここでは触れないが, その証明の手法は大きく異なったものとなっていることを

述べておく.

定理の証明の概略は以下の通りである. まず, Q ∈ X での局所環の極大イデアルにおけ
るヘンゼル化に π−1 を添加した環 Oh

X ,Q[π−1]を考える. この環のスペクトラムは, 還元

写像で Q に落ちてくるような X の K-値点を含んでいる環であることがわかり, これに

より, 局所評価写像 φA の定値性を示す議論は, r(P ) = Qであるような P ∈ X(K)から

定まるブラウアー群の間の準同型 n Br(Oh
X ,Q[π−1]) → n Br(K) が P ∈ r−1(Q), あるい

は P ∈ (rk)−1(Qk)のとり方によらないことを示すことに帰着される.

この主張を示すにあたり, 定理の (1)と (2)において, 異なる手法がとられる. (1)につ

いては, 次のブラウアー群の構造決定: n Br(Oh
X ,Q[π−1]) ∼= Z/nが本質的である. これは,

局所化完全系列とガバーの純性定理を利用して, SpecOh
X ,Q[π−1] のコホモロジーの計算

を特殊ファイバーからくるスペクトラム SpecOh
X ,Q

のコホモロジーの計算に帰着させる

ことによって示される.

(2)については, 高次還元写像 rk による像が一致するような 2点 P , P ′ に対しては, そ

れぞれから定まる前述の準同型 p Br(Oh
X ,Q[π−1]) → p Br(K)が, 次数 kから定まる, ある

部分群の上では一致するということが, p Br(Oh
X ,Q[π−1]) の元をミルナー K 群のシンボ

ルを用いて表し具体的に計算することにより示すことが出来る. 特にこの計算の帰結とし
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て, 主張が従う.
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